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SHIGERO SUGI 


我国 に 産 す る 属 Pena BiLLBERG, 1820 の 時 は , 従来 r オ スジ アオ リ ン ガ , ヤマ トス ジア オリ ン ガ , アカ スジ ア 
オリ ン ガ お よび シロ スジ アオ リン ガ の 4 種 と し て 知ら れ , それ ら は お お むね 正しく 図鑑 等 に 図示 され て いる .。 し か 
し な が ら 本 属 の 澤 は , 雌雄 色彩 や 斑紋 を 異 に する 上 , 多少 の 個体 変異 が あり , か 従来 の 図鑑 の 解説 に も 不備 が あ 
る た め , か な ら ず し も 各種 が 図鑑 に よっ て 正しく 同定 され て いた と は いえ な い . と り わ け ア カス ジア オリ ン ガ の 雌 
は 文献 上 で 一 度 も 解説 され な か っ た . 

1966 年 の 4 月 , 横浜 市 の 間 本 正巳 氏 は , 東京 都 原町 田 付近 で , た また ま 交 尾 終了 直後 と 思わ れる アカ スジ アオ 
ン リガ の 雌雄 対 を 採取 され , 座 か ら 採卵 し て 幼虫 を 飼育 され た と と ろ , 同年 6 月 下旬 に 数 頭 の 成虫 が 羽化 し た 
が , それ ら は すべ て シロ スジ アオ リン が ガ で あり , と の 両 型 が 同一 種 の 季節 型 を 代表 する と と が 明か に な っ た . 同じ 
ころ 静岡 市 の 杉本 武 氏 は , アオ スジ アオ リン ガ の 雌 か ら 採 劉 し て ヤマ トス ジア オォ リン ガ を 羽化 させ , と の 両 型 の 間 
(に も まっ た く 同 様 な 関係 の ある と と を 明か に され た . 以上 の 事実 は , 私 の 手もと に ある 本 属 の 標本 の 産地 , 出現 期 
を 含め て 考 宗 し て も な ん ら 矛 盾 する と と ろ が な く , きわ め て 明快 に 本 属 の 2 種 の 分 類 , 分 布 , 生態 上 の 知見 を 整理 
し 得る 結果 が 得 ら れ た の で , と と に それ ら の 知見 に つい て 紹介 し て お きた い . 

吐 重 な 発見 を され た 岡本 正己 , 杉本 武 の 両氏 に 敬意 を 表す る と と も に , 標本 , 文献 の 一 部 に つき 御 配慮 頂い た 前 
波 鉄也 , 布施 英明 , 七五三 木 伸二 , 松浦 寛子 の 諸氏 に 感謝 する 次 第 で ある . 





日 本 産 ez の 種 お よび 型 の 整理 
日 本 に 産 する 届 Bena の 2 種 の 学名 , 和 名 お よび 分 布 を 次 の よう に 整理 する . 





Genus Bena BILLBERG, 1820 


1. Bena fagana (FABRICIUS, 1781) 
チオ スジ アオ リン ガ ( 王 ヤ マト スジ アオ リン ガ ) 
f. vern, fagana (FABRICIUS, 1781) 春 型 
f. aest. japonica (WARREN, 1913) 夏 型 
国内 分 布 : 北海 道 , 本 州 , 四国 , 九州 . 

2. Bena sylpha (BUTLER, 1879) 
アカ スジ アオ リン ガ (一 シロ スジ アオ リン ガ ) 
f. vern. ん 7 の e777 (GRAESER, 1888) 春 型 
f. aest. sylpha (BUTLER 1879) 夏 型 
国内 分 布 : 本 州 (関東 以西 ), 四国 , 九州 . 


中 種 の 和 名 は , それ ぞ れ の 春 型 対し て 名 付け られ た も の を 種 /agana お よび sylpha 全体 を 表わす 李 準 和 
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名 と し て 残し , 夏 型 対し て 与え られ た 名 は 必要 が あれ ば 補 備 的 に 使用 する と と を 提唱 し た い ・ 





日 本 産 ezzg の 種 お よび 型 の 検索 表 
日 本 産 の 本 属 2 種 の 各 型 は 次 の 検索 表 に よ つ て 同定 し 得る ・ 









































1 一 後 頑 は 純白 色 (また は る ee 2 
ー 後 趙 は 白色 で な いう oo 5 
2 一 前 頑 に は , それ ぞ れ 内 横線 お よび 人 外 横線 を 表す 2 本 の 白 条 の ほか 横線 を も た な い (きま た は ず ) ……… 3 
一 前 区 に は , それ ぞ れ 内 横線 お よび 外 横線 を 表す 2 本 の 自 条 の ほか , 車 外縁 部 人 に 天頂 か ら 発し , 後 緑 に お 
よぶ 白色 条 を も つ (2) は と を ババ すま ない せい た まれ も LMO 4 

3 一 前 殖 は や や 巾 せ まく 細長 い . 甚 表 に は 黄 白 色 の 鱗片 を 強く 密 布 する . 前 緑 お よび 後 縁 は 黄 白 色 ………… 
A ee SE アカ スジ アオ リン ガ ( 夏 型 ) sylpha f. sylpha 8 
一 前 頑 は や ゃ 幅 ひ る く 短 い . 次 表 に は 黄 白 色 鱗 片 を 密 布 し な い . 前 縁 部 お よび 後 縁 部 は 黄 白 色 を 吐 し な い ・ 
内 , 外 横 線 を ぁ ち どる 沿 色 の 影 は 弱い ee アオ スジ アオ リン ガ ( 夏 型 ) fagana f. japonica % 

4 一 亜 基 部 お よび 亜 外縁 線 の 外側 こも 淡色 条 を 表わし , 内 ・ 外 横線 間 に も 淡色 の 中 横 影 を 表す と こと が 多い ・ 
前 麺 の 緑 毛 お よび 後 縁 の 毛 は ピン ク 色 . 前 起 は や や 柱 せ まい で OTTO 
Up アカ スジ アオ リ ン ガ ( 春 型 ) sylpha f. kraeffti § 
一 年 基 部 お よび 重 外 縁 線 の 外側 に 淡色 条 を 表わさ な い . 前 凌 緑 毛 お よび 後 縁 の 毛 が ピ ンク 色 を 呈す る て とこ 
は な い . 前 示 は や や 幅 ひ る い We アオ スジ アオ リン ガ ( 春 型 ) fagana f. fagana 号 

5 一 後 欧 は 樽 赤色 を お びる . 前 期 は 甚 克 か ら 凌 表 中 室 こ いた る 部 分 と , 凌 項 か ら 発する 白色 の 亜 外縁 線 の 外 
側 に 緑色 部 を の と す ほ か , 強く 赤 公 を お びる ……… アカ スジ アオ リン が ガ ( 春 型 ) sylpha f. kraefti の 
ー 後 起 は 鞭 伯 ii 6 
6 一 前 翔 は それ ぞ れ 内 横線 お よび 外 横線 を 表わす 2 本 の 円 色 条 を も つ . 緑 毛 は 褐色 . 次 表 に 赤色 斑 を 表わす 
と アオ スジ アオ リン が ( 夏 型 ) fagana f. japonica & 

一 前 甘 じ は 内 横線 お よび 外 横線 の は ほか, 頑 頂 か ら 発 する 白色 条 を も つ . 中 室 端 に は 白色 な いし 淡色 紋 を 表 
わす . 外 横 線 が 赤色 を 呈し , その 内 方 に 沿い , 棋 赤 色 帯 を 表わす と と が ある ee 
SNES Na アオ スジ アオ リン ガ が ガ ( 春 型 ) fagana f. fagana @ 


上 記 各 型 の うち で , アカ スジ アオ リン が の 夏 型 の み は , 色彩 , 斑紋 に よる 雌雄 の 差別 は 困難 で ある ・ 両 種 の 判別 
は 容易 で ある が , アオ スジ アオ リン ガ の 夏 型 の $ と , アカ スジ アオ リン ガ の 同 季 型 の か ゃ と は も っ と も あや まり や 
すく , と くに 標本 の 鮮度 が ひく いと き に は 注意 を 要する . シロ スジ アオ リン ガ で は 前 炊 細長 く , 横線 は いっ そう 強 
く 傾 斜 す る が , 両 横線 が は ば 平行 する こと は 明確 な 区 別 点 と な ら な い ・ 

両 種 間 で は , 雄 交 尾 器 形態 に お いて は ほとんど 差 を 見 出し 得 な い . 雌 交尾 器 で は ductus bursae と の 接続 部 付 
近 の bursa の 骨 化 部 の 形状 に よ つ て , 明瞭 に 両 種 を 区 別 す る と と が で きる ・ 








Bena sylpha CBUTLER) 


アカ スジ ア ォ リン ガ (ニシ ロス ジア オォ リン ガ ?) 
Hylophila sylpha BUTLER, 1879, Ill. Typ. Spec. Het. B. M., 3: 10, pl. 43: 10. 
Hylophila kraeffti GRAESER, 1888, Berl. ent. Zeit. 32: 110. Syn. nov. 
Hylophila magnifica LEECH, 1890, Entomologist, 23: 83. Syn. nov. 

日 本 か ら 記載 され た sylpha は 本 種 の 夏生 の 個体 (すなわち シロ スジ アオ リン ガ ) に も と ずい て 命名 され た も の 
で ある . 一 方 GRAESER は , アム ー ル 地方 の ハバ ロ フス ク で 越冬 遇 か ら 羽 化 さ せ た 雌 雄 に も と すず き , 本 種 の 春生 
を kraeffti と し て 記載 し た . また HAMPSON (1912) が ge が 7 の 異名 と し た 中 国産 の magnifica は , 模式 標 
本 の) の 着色 図 か ら み る と 日 本 産 の 標本 と 非常 に よく 一 致し , 5 月 に 得 ら れ て いる の で , や は り 本 種 の 春生 を 代 








1) アム ー ル 地方 , 中 国 か ら は syZphka に 相当 する 夏生 の 標本 は 報告 され て いな い ・ 
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Fig. 1-4 Bena sylpha(BUTLER). 1. f. kraeffti Cvernal form) み , 2. f. 
kraeffti (vernal form) ゃ , 3.f. sylpha Caestival form) ざ づ , 
4. f. sylpha Caestiva] form) @ 


表す る 個体 で ある と 考え られ る ". 本 種 は 従っ て アム ー ル , 日 本 , 中 国分 ) 布 する 東 ア ジア 温帯 部 の 特産 種 で あっ 
て , それ 以外 の 地域 か ら は 知ら れ て いな ん い , 

本 種 の 夏生 の 個体 は 。 シロ スジ アオ リン ガ と し て 比較 的 よく 知ら れ て いた が , アカ スジ アオ リン ガ と 呼ば れる 春 
生 の 個体 は 従来 な か な か 得 が た いも の と され , 近年 まで 報告 きれ る と と が ほとん ど な か っ た . と れ は 後述 する よう 
(と , 出現 期 が 早春 で ある と と と , その 棲息 地 に 関す る 理解 が 不足 し て いた と と に 起因 する . 

日 本 か ら 本 種 の 春生 を は じ め て 記録 し た の は WILEMAN (1911) で あっ て , 彼 は 東京 で , 1893 年 5 月 1 日 に 踊 か 
ら 羽 化 さ せ た 1 ず を 記録 し , 中 国産 の magnifica の 模式 標本 と よく 一 致す る と 述べ て いる . 長野 (1918) は , 日 
本 産 の 属 74op47g[ 王 ezg] の 総説 の な か で , アカ スジ アオ リン ガ を 解説 し , 本 種 の 春生 の み を 正しく 図説 し 
岐阜 を 産地 と し て 挙げ て いる . し か し る を 同定 で き な か っ た らし く , 著者 に と っ て 未知 で ある と し て いる . 井崎 
ee 誌 の な か で 春生 の ずる を 図示 し て いる . 井崎 は ず を 正しく アカ スジ アオ リン ガ と し , 2 を 
あや まっ て アオ スジ アオ リン ガ よ し て いる が , その 写真 鐘 は すぐ れ て 正 且 で ある 。 と と 本 科 和 に 
の 春生 の ゃ を 図示 し た 唯一 の 文献 で も る と と を 特筆 し て お きた い . 

杉 1959) の 図鑑 で は , は じ め て 春生 の ず が 原色 で 示さ れ , それ 以後 は アカ スジ アオ リン ガ と し て の 産地 の 報告 
が 散見 され る が , 当時 その $ は 私 に と っ て 未知 で あっ た た め , 図説 され な か っ た . 従っ て , 現在 まで , 春生 の が 
採集 され て いて も , 一 般 に は 同定 で き な い か , ある い は アオ スジ アオ リン ガ の ゃ と 混同 し て 取扱 われ て いる も の と 
推定 され る . 1959 年 以後 に . アカ スジ アオ リン ガ と し て 報告 され た 産地 は 次 の と お り で , 標本 は 記さ れ て いる 限 
りす で の で の る 
et 平 町 (落合 , 1962 う , 群馬 県 前 橋 市 , 0 (赤城 昆虫 同好 会 , 1967), 岡山 県 高梁 市 ( 横 本 , 1963, 
1966), た 高野 町 新 市 市 (中 村 , 1968), 香川 県 国分 寺町 新居 , 同 県 象 頭山 (豊島 , 1966), 福岡 県 大 牟田 市 勝 立 
OC 
アオ スジ アオ リン が ガ の 自生 (すなわち ヤマ トス ジア オリ ン ガ ) の 2 と の 区 別 点 に つい て は , 図鑑 の 解説 に も 不 充分 
RN NE 

シロ スジ アオ リン ガ は , 一般 に 普通 種 と みな され る た め 分 布 記 録 も 春生 に くら べ て と くに 多く は な い が , 四 
国 か ら は 中 村 (1960) に よっ て 初め て NN ES 九州 か 
ら は 彦山 の 1 (黒子 , 1957) と , 北九州 市 皿 倉 山 の 19 (河村 , 1962) の 2 例 が 知ら れ て いる の み で ある が , 河 
村 の 示し た 写真 は , 本 種 よ り も アオ スジ アオ リン ガ の 夏生 の @% で は な いか と 考え られ る , 

















2) 落合 (1962) が $ と し て 記録 し た も の は , 標本 を 実 見 し た と と ろ み の 一 部 を ゃ と 誤認 し た も の で あっ た . 
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私 が 直接 見 た 本 種 の 標本 は 次 の と お り で ある . 

春生 (krae が ti) : 長野 県 伊 洲 市 ) 1 の, 1. v. 1957 ( 堀 勝 彦 ). 栃木 県 大 平 町 , 2 の , 17.iv. 1963 (落合 和 尿 う : 
群馬 県 藤岡 市 。 2 の 2 9, 10-16.iv. 1968; 4 @ 3 ?, 13. iv. 1969 (布施 英明 ). 狂 馬 県 折 共 學 山 。 1 ず , 9-15.Y. 
1969 ( 茶 藤 義 座 ). 埼玉 県 宝 谷山 , 1 み 1 9, 31. ji.-6.iv. 1969 羽化 ( 杉 紫 郎 う . 埼玉 県 新座 町 平林 寺 , 1 ず 9, 
29. ivy. 1964 羽化 : 1 2, 7. iv. 1969 羽化 ( 杉 繁 郎 ). 東京 都 高尾 山 , 1 の , 20. iv. 1952 ( 杉 緊 郎 ). 

夏生 (sylpha): 長野 県 御代 田 。 1 %, 4. vi. 1965 (松浦 寛子 う . 栃木 県 那須 19, 26. vii. 1960 (松浦 秀 う . 
埼玉 県 新座 田平 林寺 , 1 ④, 28. vi. 1963 羽化 ( 杉 幅 郎 ). 東京 都 原町 田 , 2 ゃ , 17-20.vi. 1966 羽化 ( 間 林 正己). 
東京 都 子 供 の 国 , 1 の 1 ゃ , 19-22. vi. 1966 羽化 ( 杉 繁 郎 ). 東京 都 高尾 山 , 19, 15. ix. 1950; 12, 29. Yi. 
1951 ( 杉 夏 郎 ). 東 京都 多摩 丘陵 (平山 城 時 公園 う ) 1 みず 18, 17.v 近 .1959 (前 波 鉄 也 う . 

以上 の 採集 記録 か ら 判断 する と , 本 種 は , 関東 地方 の 平地 部 な いし 丘陵 部 に ひろ く 分 布 し , 周辺 の 低 山地 に お よ 
ん で いる が , 高地 部 に は ほとん ど 産 せ ず , 東北 地方 の 全域 か ら 未知 , 新潟 県 で は 南西 部 (糸魚川 市 ) の 一 記録 が あ 
る だ け で ある (佐藤 , 1965). 従来 ge が 7r の 分 布 に 北海 道 が 含ま れ て いる の は 松村 (1930, 1931) の 引用 で ある 
が , 松村 が な ge が 77 の ゃ と し て 示し て いる 図 は , いずれ も アオ スジ アオ リン ガ の 谷 生 の ず で , 前 期 外 横線 部 に 椿 
赤色 帯 を 現す 型 を 示し て お り , 真 の kraef が tri で は な い . 従っ て 現在 まで , 北海 道 で は 本 種 の 春生 , 夏生 いずれ の 
標本 も 得 ら れ た 事実 は な く , 分 布 記録 か ら 削除 すべ き で ある . 樺太 か ら の 記録 ( 玉 扶 ・ 夜 久 , 1935) も 同様 な 事情 
で , や は りら 削除 する 方 が 適当 で あろ う ・ 

杯 種 の 春生 は , 関東 地方 で 4 月 上 旬 か ら 出現 し 5 月 に お よび , 暖地 で は 3 月 中 名 の 記録 も ある (豊島 , 19992: 
一 化 の 幼虫 は 5 月 下旬 一 6 月 に 少 鷲 し , 野外 の 幼虫 を 飼育 すれ ば 6 月 下旬 に 夏生 を 生ずる . 夏生 の 成虫 は 9 月 まで 
み ら れ ", 2 化 の 幼虫 は 9 月 下旬 一 10 月 中 旬 ご ろ る まで に K 遇 化 し 、 重 で 越冬 する . な お 本 種 の 場合 アオ スジ アオ リ 
ン ガ の よう に , 年 1 化 で 春生 の み を 生ずる 地域 は , 少く と も 日 本 で は 知ら れ て いな い ・ 

本 種 の 幼虫 は 河田 (1936) に よっ て シロ スジ アオ リン ガ こ と し て 報告 され た ・ 材料 は 東京 都 調 布 市 産 の ぁゃ もの で あら 
る . 後に 河田 (1959) は 同じ 写真 を アオ スジ アオ リン ガ と し て 使用 し て いる が , と の 処置 は 正しく な い . 右 沢 
(1942) が アオ スジ ア ォ リン ガ の 幼虫 と し て 氷 し た 写真 も や は り 本 種 で ある . 知ら れ て いる 食 草 は すべ て ク ヌ キ で 
あり , 私 の 採集 経験 と よれ ば , 東京 周辺 の 半 地 で クヌギ , コナ ラ を 主 と す る 林 で 得 られ た 幼虫 ・ 虹 か ら は すべ て 本 
種 が 羽化 し た . アオ スジ アオ リン ガ の 幼虫 と 酷似 し て いる が , 背中 に 柴 赤色 条 を 表わす 個体 は 本 種 に の み 現れ る よ 
う で ある . マユ は 黄色 も し く は 紫 褐 色 で , アオ スジ アオ リン ガ と の 区 別 は 困難 で ある ・ 






































Bena fagana (FABRICIUS) ツ 


アオ ォ オス ジア オォ リン ガ (ニヤ マト スジ アオ リン ガ ) 
Pyralis fagana FABRICIUS, 1781, Spec. Ins., 2: 276. 
Hylophila japonica WARREN, 1913, in SEiTz, Macrolep. World, 3: 297, pl. 53 l. Syn. nov. 

本 種 は ヨー ロッ パ 全 域 に ひろ く 分 布 し , 東 ア ジア 温帯 部 に お よん で いる が , 従来 加 種 は みとめ られ て いな い ・ 本 
種 は ヨー ロッ パ 中 部 以 北 で は つね に 一 化 で , 春生 の み を 生ずる . 本 種 が ヨー ロッ パ 南 部 で 2 化 を 行い , 春生 と は い 
ち じ る し く 異 る 夏生 を 生ずる と と を 指摘 し た の は OBRAZTSOY C1943, 1950) で あっ て , 比較 的 近年 の こと で ある ・ 
と れ ら は ,。 独立 種 ある い は /agana の 変異 と し て 命名 され て いた . すなわち イタ リア か ら は /iorii CosTN., 1911, 
スペ イン か ら は 内 spanica FERNANDEZ, 1931 ハンガリー か ら は hongarica WARREN, 1913 と し て 記載 され , 
日 本 で は japonica WARREN と し て 知ら れ て いた と と に な る . も し 本 種 の 夏生 を すべ て 同型 と し て 取扱 うな ら , 


























3) 多摩 丘陵 産 の 1 の 1 は 頭 部 , 胸 背 , 前 翔 次 表 は 一 様 に 剛 い 灰 黒色 翔 表 は か すか に 賠 緑 色 を お び , 2 本 
横線 が みとめ られ る . 腹 背 お よび 後 相 は うす い 火 褐色. と の よう な 顕著 な 異常 弄 が 同時 に 2 頭 得 ら れ て い 
る と と は 興味 深い . 

4) 長野 (1918) は , 岐阜 に お ける 1914 一 15 年 度 の アー ク 燈 試験 成績 に も と ず き , 夏生 の 出現 期 を 6 月 上 名 一 
9 月 上 旬 と し て いる . 

5) 本 種 人 に 対し 慣用 され た 学名 prasinana LINNAEUS, 1758 は 現在 ヨー ロッ パ 産 の 近似 の 別種 (に 対し 用 いら 
れる . 
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も っ こも 証 い 名 が orii を 用 いる と と が 好ま し い が , 本 文 で は 便 窟 上 慣用 され た 名 aponica を 使用 し て お く @. 

本 で は 寺本 放 , 由 同 ) 久 州 の 山地 に ひろ る く 分 し て いる が , 現在 まで の 知見 で は 北海 道 で は つ 
ね に 年 1 化 で , 夏生 の 記録 は な い . 東北 地方 で は , 符 王 県 下 で 夏生 を 生ずる と と が 知ら れ て いる か ら (岡野 , 
COO 関東 地方 で は 春生 は 5 一 6 月 に , 夏生 
は 7 月 中 人 旬 以 降 に 出現 し , 9 月 に お よぶ . 九州 彦山 で も は ば 同様 で ある (黒子 , 1957). 北海 道東 部 の 低地 で は 年 
1 回 , 6 月 に 出 は じ め , 7 月 中 下旬 が 最盛 期 で , 8 月 前 半 に 終る と いう (飯島 , 1966). 長野 (1918) が ヒト スジ 
アオ リン が と 命名 し , hongarica? と し て 記録 し た “飛騨 国 小坂 ” 産 の 1@ (1887 年 8 月 3 日 名 和 靖 採集 ) は 
70 内 横線 の 消失 し た 個体 (ほか な ら な い . 岡野 (1951) が 送 べ て いる 何 体 (?) も また 同様 で あろ 

緒方 (1958) が 原色 図 で 示し た アオ スジ アオ リン ガ の @ (Cf. 2209) も , 正常 の 春生 の より は いち じ る し く 
MR で ある . な お 本 種 の 春生 の 個体 変異 と 対し て は いく つか が 命名 され て お り , OBRAzTsov 
(1950) が それ ら を 要約 し て いる と と を 付記 し て お きた い . 

本 種 は , 関東 地方 で は 平地 に 産 せ ず , 中 部 以西 の 地域 で も ほぼ 同様 で ある と 芳 え られ る . し か し 周辺 部 の 低 山地 
常 で は か な り 普 通 で , 場所 に よ つ て は アカ スジ アオ リン ガ と 同一 地点 の 燈火 で と ら え られ る . た と えば 高尾 山 , 御 
何 鮭 山 な ど で は 本 種 の 方 が 多 く , アカ スジ アオ リン ガ の 方 が 少な いよ う で ある . 

日 本 に お ける 本 種 の 食 草 と し て し ば し ば クヌギ が 引用 され て いる が , 従来 発表 され た 限り で は すべ て 前 種 の 幼 是 
を 誤認 し た も の で ある . 私 自身 が 稔 察し て いる の は ミ ズ ナ ラ (箱根 仙石 ) お よび ブナ ( 擬 馬 県 土合 口 ) で あっ て , 
クヌギ か ら は 得 て い な い . 北海 道 で は ミズ ナラ お よび シラ カン バ が 知ら れ て いる ( 飯 誤 , 1966). 
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6) OBRAZTSov (1943) の 報 文 を 直接 見 る 機会 が な い の で , OssAzrsov が japonica に 言及 し て いる か 容 
か 私 に は 不明 で ある . 

7) 私 は 日 光 澄 元 で , 7 月 19 日 に と れ た 看 弄 の 1 9 の 標本 を も っ て いる の で , 本 州 で も 高地 で は 年 1 化 の 場合 
が ある か も し れ な い . 
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Summary 


It appears now well-known that Bena fagana (FABRICIUS) (=prasinana auct.), a common Eur- 
asian species, produces the second generation moth in different form in the warmer regions of 
Europe. It had been called under various names as distinct, till OBRAzTSOV (1943, 1950) published 
a conclusion. The oldest name applicable to the form is fiorii CosTN. (1911), of which hongarica 
WARREN (1913) and hispanica FERNANDEZ (1931) are synonyms. It has relatively shorter and broader 
forewing than in the typical or vernal form and only two median bands on it in both sexes. The 
moths known to us as Bena japonica (WARREN) is apparently the JapaneSse representation of the 
aestival form of fagana, Occuring in major part of Japan in July towards Augnust except in Hokkaido, 
where occurs only the typical form. 

tn Japan and its neighboring areas there occurs another couple of species of the genus, named 
respectively kraeffti GRAESER and sylpha BUTLER. The latter form showing only two oblique median 
bands is, though peculiar in having purely white hindwing in both sexeS, here concluded to represent 
the aestival form of the former appearing in early Aprilto May. The fact was confirmed by breed- 
ing larvae obtained from ova laid by female kraeffti in spring. This species, for which the specific 
name sylpha BUTLER is the earlier one, is a resident of the 1owlands shrubs, feeding preferably on 
the leaves of deciduous oak, Quercus acutissima and Q. serrata, in the area weSt of central Honshu. 


The synonymies will be given as follows. 

Bena fagana (FABRICIUS, 1781)=—=japonica WARREN, 1913, syn. nov. 

Bena sylpha (BUTLER, 1879)—=kraeffti GRAESER, 1888, syn. nov. —magnifica LEECH, 1890, syn. nov. 

The difference of male genitalia between the two is slightest, but in female genitalia the shape 
of sclerotization of bursa copulatrix at near orifice to ductus bursae differs enough to separate 
them. 





アオ スジ アゲ ハ の 交尾 飛 閣 形式 


抄 水 隆 
福岡 市 大 本 松 4 丁目 九州 大 学 雪代 部 生物 学 数 室 





交尾 中 の 蝶 が 飛翔 する 場合 , $ が 飛ん で を 連行 する か , ? が 飛ん で る を 連行 する か は , それ ぞ れ の 種 あ る い は 
分 類 妖 に よっ て 定 っ て いる 場合 が 多い . と の 問題 選 つ いて は , か っ て 私 が その 知見 を まとめ て 紹介 し た と と が ある 
(白水 隆 , 交尾 中 に お ける 蝶 の 飛翔 習性 , 宝塚 昆虫 館 報 (47): 1-15, 1949). 

1969 年 9 月 14 日 , 私 は 野外 で 初め て アオ スジ アゲ ハ Graphium sarpedon nipponum FRUHSTORFER の 交尾 
中 の も の を 福岡 市 大 本 松 の 旭 大 教 汐 部 構内 で 観察 し た . クス ノ キ の 樹 上 , 私 の せ の 高き ほど の と と ろ 交 必 し 静止 
し て いた も の で , 接近 する と 飛び 立っ た が , 静止 する の を 待ち 指先 き で 捕え て $$ の 関係 を 調べ て みた と と ろ , 飛 
ん で いた の は Papilio 属 の 場合 と 同じ く 2 (すなわち “<8 十 8 る” の 形式 ) で , S は 羽化 直後 らし く 体 は まだ 戦 
弱 で あっ た . Graphium 属 の 交尾 飛翔 形式 の 観察 は 未だ な いよ う 区 思う の で 資料 と し て 書き と め て お く ・ 結局, ア 
ゲハ チョ ウ 科 で は と れ ま で の 報告 の 範囲 で は すべ て "<? 十 る ” の 形式 で 例外 は な いよ う で ある . 
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